
防水シート

上棟とは、主に木造住宅の建築において、柱や梁などの
基本構造が完成した後に、屋根の一番上の部材である
「棟木」と呼ばれる木材を取り付けることです。
「棟上げ」「建方」「建前」という言い方もされます。
当日は５～６人の大工さんとレッカーに屋根屋さんも来
ます。

柱や梁、筋交いなどに構造金物を取り付けます。
構造金物とは、木材の接合等の補強等のために用いる金
物で、接合金物とも　呼ばれており、使用する箇所によ
って金物の種類の使い分けがあります。

躯体検査
図面通りに正しい金物が正しい位置に取付がされてい
るかを第三者の検査機関の検査員・大工さん・私たち
現場管理責任者が確認する検査のことを言います。

中間検査
検査機関による工事途中の検査で、金物検査同様、
図面通りに金物が正しいものが正しい位置に取付され
ているか、建物の配置が正しく行われているか等の検
査になります。

電気ケーブルなどの配線は見た目がスッキリするよう
に、「壁」や「天井」の中に隠す、隠ぺい配線を行って
います。電気工事の職人さんが 2～ 3日かけて施工す
るのが一般的です。この配線工事と同じ時期に、壁の
中に隠れるように「スイッチBOX」や「コンセント
BOX」「給排気口のジャバラ管」などの仕込みも済ま
せてしまいます。

上棟当日に野地板→ルーフィングの作業は終わってい
て下地も整い、「あとは屋根を張るだけ」という段階に
なっています。

ベランダがある場合、屋根材取付けなどの作業と並行
して、ベランダ部分も防水工事を施します。
ベランダの防水工事に不具合があると、1階屋根部分
に雨漏りが発生する可能性が高くなりますので、慎重
に工事を行う必要があります。

住宅の土台や柱などに、シロアリ被害を予防する効果
のある薬剤を散布することです。建築基準法では、木
造建築の地面から 1メートル以内の部分（柱、筋交・
土台など）には必要に応じて防蟻処理をおこなうこ
とが義務付けられています。

窓台専用水切りシートを使用しています。 外壁を張る前の段階で防水シートを張り、開口部や換
気扇のダクトなどの貫通部もしっかり防水テープを張
ります
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上棟前に組む足場を先行足場と言います。
上棟時に大工さんが安全に作業を出来るようにする大事
な工程です。
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先行足場 上棟　 筋交い・金物取付　 検査 設屋根工事

電気工事 防水工事　 防蟻工事 サッシ取付


